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I U CN - Jメンバーのみならず、NGO職員や学生、
民間企業、若手研究者などが対象です。今回は50
歳以下を対象とします。

人材像

メニュー

会議参加前の事前インプットやMYポジションペーパー作成を通して自身の関
心や会議での関心について深めます。会議中は、同行したメンターによる現地
での解説、関係者との交流を通じて経験・人脈双方の幅を広げることが可能で
す。会議参加後には、企業や学生、研究者など多様なセクターが参加する報告
会にて、国際会議参加から得られた経験をアウトプットする機会が提供されま
す。費用については、IUCN - Jが全額負担する場合や、他機関が旅費を負担し
つつ、本プログラムに参加する場合もあります。

自然保護に関心があり国際的な活動や視点を養いたいユースに対し、国際経
験豊富なIUCNメンバーがメンターとなり、国際会議への派遣支援や知識・
経験を継承をすることで、ユースのエンパワーメントを行います。

対象

自然保護や環境についてユースならではの視点で
新たな社会の在り方の創出を目指す、国際的な視
座を持った人材を創出します。

目的



最先端の世界の動向を最先端の世界の動向を
知ることができる！知ることができる！

日本にいては、リアルな実情を
知ることはできませんが、国際
会議では、他国で起こっている
課題や、他国の課題へのアプロ
ーチを知ることができます。ま
た、専門家の知見もあり、リア
ルタイムで最先端の動向を知る
ことができます。

参加のメリット

世界中の人と世界中の人と
交流できる！！交流できる！！

国際会議では、研究者や企業、
省庁関連の方、ユースなど様々
な方々と交流することが可能で
す。特に同世代の海外のユース
との交流では刺激を受ける事も
多く、自分にできることを考え
るきっかけにもなります。

メリット１

メリット２

主に生物多様性条約とIUCNが主催する会議
への派遣支援を行っています。

＜20 2 3年度の派遣実績＞
IUCNリーダーズフォーラム
生物多様性条約SBSTTA 2 5
I UCN日中韓３か国会合

派遣会議
過去の会議の様子も

発信中！
各会議

解説はこちら



大学生 堀田まる美さん　IUCN日中韓３か国会合

参加者体験談
IUCN-Jの国際経験継承事業を通じて、生物多様性条約COP15に
参加しました。世界のコンセンサスを決める本会議では、輝かし
い瞬間が多くある一方、多くの疑問や課題が見えてきました。ま
た、世界各地から集まった若手たちとの交流で、私たち自身が変
化を起こす者であることに気付かされました。日本での活動だけ
では見えてこないものでした。「私たちこそ、待ち望んでいた者
である」とのホピ族の言葉を胸に、視野を広げたこの経験を活か
し、さらに努力していきたいと思います。

若手NGO職員  安家叶子さん　生物多様性条約COP15

若手起業家 山田理力さん　IUCNリーダーズフォーラム

未知の世界へ
さぁ、一歩踏み出そう！

海外経験も少なく国際会議に初参加だった私は、渡航前から緊張
していました。しかし、会場は想定していたよりもフランクでユ
ースの私たちを歓迎してくださいました。各国のネイチャーポジ
ティブに向けた取り組みや研究発表では、最新の動向を知ること
ができてとても良かったです。プログラムの合間には、だるまさ
んがころんだやメンコを通して交流する機会があり、国境・年代
を超えて繋がりができました！自分の未熟な点やこれからの未来
を見ることができた貴重な時間を過ごすことができました。

初めての国際イベントの参加を通じて、とても刺激的な体験をす
ることができました。元々ネイチャー領域の専門ではなかったの
ですが、野生動物や森林の問題が世界でどのように議論されてい
るのか興味があり参加しました。イベントではGBFという枠組み
を基にしたこれから進むべき方向性や、それに伴う課題など、
様々な議論を間近で見ることができました。ユース世代によるピ
ッチイベントも印象深く、若い世代が情熱を燃やして取り組む姿
に心強さを感じ、自分へのモチベーションに繋がりました。



I U CN世界自然保護会議（Wo r l d  C o n s e r v a t i o n  C o n g r e s s）は、世界最
大の自然保護ネットワークであるIUCNが主催する会議で、４年に１度開
催されます。WCCは、フォーラム、展示、会員総会で構成され、全世界
からIUCN加盟団体が集い、各々の取組発表やIUCNとして今後取り組む
べき自然保護活動やあるべきビジョンについて投票や議論を行います。

今回の支援会議

I U CN世界自然保護会議

日時：10月9日～1 0月1 5日
場所：アラブ首長国連邦
　　　アブダビ

自然保護のオリンピックとも言えるよう
な自然保護に関する最先端の情報が多く
集まる機会です。今回のＷＣＣでは、
「Pow e r i n g  t r a n s f o r m a t i v e
c o n s e r v a t i o n」をテーマに、活動の拡
大や気候リスク、平等、ネイチャーポジ
ティブ経済、変革とリーダーシップとい
ったキーワードを柱に展開されます。

I UCN世界自然保護会議20 2 5

公式Webサイトはこちら！
当日の議題や参加者向け情報を
公式サイトから確認できます！



1 0 0 0字程度にまとめた志望動機をフォームにてご提出ください。
6 / 3 0 (月 ) 1 8 : 0 0を最終締め切りとし、申込者が20名を超えた場合は、
その時点で募集終了とします。

国際会議への参加経験豊富なIUCN - J
メンバーがコーディネートいたします。
現在、旅費支援を含む以下の支援を検
討中です。

事前学習会
現地での移動・宿泊サポート
現地解説
資金的支援

国内・海外交通費
宿泊費
会議参加費
その他、ビザ、通信費、旅行保険
料等

派遣支援について

提出書類には下記内容が含まれていることが望ましい
⾃然保護活動への想い
これまでの活動（特に保護地域関連）
IUCN -WCCで何を得て、今後の活動にどう活かしたいか？

支援に当たり、派遣支援者は下記が必須となります
現地での発信活動の補助
写真提供
報告会や国際会議レポートでの発信
報告書の提出

ご提出フォーム
はこちら

選考の流れ

支援内容


